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 熱帯以外に生息するほとんどの動物は日長をカレンダーとして利用し、特定の

季節にのみ繁殖活動を行います。私たちは高度に洗練された季節適応能力をもつ

ウズラを用いてこの仕組みの解明に取り組んでいます。まず光周性の中枢が存在

する視床下部内側基底部(MBH)において長日刺激で誘導される遺伝子を探索した

ところ、 2 型脱ヨウ素酵素(DIO2)遺伝子を単離しました。DIO2 は脳内で局所的

に甲状腺ホルモンを活性化することで性腺を発達させることが明らかになりま

した。またファンクショナルゲノミクスにより、下

垂体隆起葉で合成された甲状腺刺激ホルモン(TSH)

が、「春ホルモン」として DIO2 を制御することを明

らかにしました。哺乳類以外の脊椎動物は脳深部に

存在する脳内光受容器で日長を読み取っていること

が古くから知られています。私たちは最近この脳内

光受容器についても研究しているので、あわせて紹

介したいと思います。 
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